
　
四
年
ぶ
り
の
広
島
だ
っ
た
。
前
回
は
靖
国
神
社
遺
児
参
拝
の
資

料
を
探
す
た
め
に
訪
れ
た
。
今
回
、
広
島
の
修
学
旅
行
を
取
り
組

ん
で
来
ら
れ
た
横
浜
の
元
教
員
の
赤
田
圭
亮
さ
ん
と
、
広
島
の
児

童
文
学
者
、
中
澤
晶
子
さ
ん
の
企
画
で
、
広
島
の
被
爆
体
験
を
聞

く
ツ
ア
ー
に
誘
っ
て
も
ら
い
、
喜
ん
で
行
く
こ
と
に
し
た
。
出
発

す
る
前
に
強
く
関
心
を
持
っ
て
い
た
広
島
の
被
服
支
敞
の
保
存
が

決
定
し
た
と
の
報
道
が
あ
り
、
四
年
ぶ
り
の
広
島
行
き
に
関
心
が

い
や
増
し
た
。

中
国
管
区
司
令
部
防
空
作
戦
室

　
五
月
二
四
日
、
波
多
野
愛
子
さ
ん
が
、
被
爆
者
故
岡
ヨ
シ
エ
さ

ん
の
「
伝
承
講
話
」
を
さ
れ
た
。

　「
伝
承
講
話
」
と
は
、
被
爆
者
の
方
々
の
高
齢
化
に
よ
り
被
爆
体

験
を
語
る
方
が
激
減
し
て
い
る
中
、
被
爆
者
に
体
験
を
語
っ
て
頂

き
、
被
爆
体
験
伝
承
者
が
、
そ
れ
を
記
録
し
講
話
と
い
う
形
で

人
々
に
伝
え
る
と
い
う
、
広
島
市
の
新
た
な
取
り
組
み
だ
。

　
お
話
を
伺
う
前
に
事
前
学
習
と
し
て
、
広
島
護
国
神
社
の
左
手

石
垣
の
地
下
に
あ
る
中
国
軍
管
区
司
令
部
の
防
空
作
戦
室
跡
を
訪

ね
る
。（
現
在
、
崩
落
の
危
険
あ
り
と
い
う
こ
と
で
閉
鎖
）

　
当
時
一
四
歳
の
岡
さ
ん
は
、
比
治
山
高
等
女
学
校
三
年
。
学
徒

動
員
と
し
て
作
戦
室
に
配
属
さ
れ
、
八
月
六
日
に
こ
こ
で
被
爆
さ

れ
た
。

　
原
爆
投
下
の
日
、
外
部
（
福
山
通
信
隊
）
に
「
原
爆
投
下
、
ヒ
ロ

シ
マ
壊
滅
」
を
最
初
に
伝
え
た
の
が
岡
さ
ん
だ
っ
た
。
防
空
作
戦

司
令
室
は
、
情
報
室
、
通
信
室
、
指
揮
連
絡
室
、
作
戦
司
令
室
の

四
つ
に
分
か
れ
て
い
て
、
学
徒
動
員
さ
れ
た
比
治
山
高
等
女
学
校

生
徒
九
〇
名
が
交
代
で
勤
務
を
し
た
。
岡
さ
ん
は
、
指
揮
連
絡
室

で
仕
事
を
し
て
い
て
被
爆
し
た
。
九
〇
人
の
う
ち
亡
く
な
っ
た
生
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徒
は
六
七
人
だ
っ
た
。
岡
さ
ん
は
、
当
時
の
様
子
を
克
明
に
伝
え

て
い
る
。（
午
後
の
学
習
会
で
岡
さ
ん
の
証
言
の
朗
読
が
あ
り
、
当
時
の

様
子
が
あ
り
あ
り
と
感
じ
ら
れ
た
。）

　
岡
さ
ん
は
二
〇
一
七
年
に
亡
く
な
り
、
そ
の
数
か
月
前
に
波
多

野
さ
ん
に
自
分
の
体
験
を
被
爆
体
験
の
な
い
人
に
伝
え
て
ほ
し
い

と
依
頼
し
て
い
た
。
昨
年
、
中
澤
晶
子
さ
ん
は
、『
私
が
い
た
と
こ

ろ
　
　
歳
の
ひ
ろ
し
ま
　
ワ
タ
シ
ゴ
ト
・
２
』（
汐
文
社
刊
）
で
防

１４

空
作
戦
室
を
取
り
上
げ
、
あ
と
が
き
で
岡
さ
ん
と
の
交
流
に
つ
い

て
書
か
れ
て
い
る
。（
後
で
触
れ
る
「
似
島
」
に
つ
い
て
も
書
か
れ
て
い

る
。）

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
中
澤
さ
ん
に
、
大
本
営
跡
を
は
じ

め
、
広
島
城
全
体
に
た
く
さ
ん
の
陸
軍
の
施
設
が
置
か
れ
て
い
た

こ
と
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
。
事
前
に
読
ん
だ
堀
川
恵

子
著
『
暁
の
宇
品
　
陸
軍
船
舶
司
令
官
た
ち
の
ヒ
ロ
シ
マ
』（
講
談

社
）
で
も
詳
し
く
展
開
さ
れ
て
い
た
の
で
、
思
い
起
こ
し
な
が
ら

聞
い
た
。

　
午
後
二
時
、
お
気
楽
会
議
室
広
島
紙
屋
町
で
、
波
多
野
さ
ん
の

お
話
を
伺
っ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
広
島
宗
教
協
力
平
和
セ
ン
タ
ー

（
Ｈ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
）
で
活
動
さ
れ
て
い
る
方
だ
。
波
多
野
さ
ん
か
ら
岡
さ

ん
の
来
歴
な
ど
の
紹
介
、
さ
ら
に
高
校
生
が
作
っ
た
岡
さ
ん
の
証

言
を
も
と
に
し
た
Ｃ
Ｇ
の
上
映
（
高
校
生
が
制
作
し
た
こ
の
Ｃ
Ｇ
は
彼

ら
の
関
心
の
あ
り
よ
う
と
臨
場
感
が
よ
く
現
れ
て
い
て
、
伝
承
の
方
向
を

示
し
て
い
た
）、
最
後
に
、
松
井
理
江
さ
ん
に
よ
る
、
岡
さ
ん
の
証

言
の
朗
読
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。

　
今
日
の
お
話
か
ら
、
岡
さ
ん
が
伝
え
よ
う
と
し
た
も
の
が
新
た

な
視
点
を
付
け
加
え
た
も
の
と
し
て
立
ち
上
が
っ
て
き
た
。
被
爆

体
験
者
で
、
証
言
が
で
き
る
方
々
の
多
く
は
す
で
に
九
〇
代
を
越

え
、
多
く
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
私
が
修
学
旅
行
で
お
世
話

に
な
っ
た
方
々
も
鬼
籍
に
入
ら
れ
て
い
る
方
が
多
い
。
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
被
爆
体
験
の
な
い
者
に
よ
る
伝
承（
継
承
）を
探
っ
て
い
く

こ
と
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
思
っ
た
。
私
見
だ
が
、「
伝
承
」
と

言
え
ば
、
民
話
の
伝
承
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
が
、
今
回
聞
い
た
お

話
は
、
語
り
手
の
平
和
と
戦
争
の
考
え
方
が
新
た
に
加
わ
っ
た

「
継
承
」の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
質
疑
も
含
め
て
二
時
間
近
く
中

味
の
濃
い
お
話
が
聞
け
た
。
こ
の
後
、
江
戸
時
代
の
浅
野
家
の
庭

園
、
縮
景
園
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
被
爆
当
時
に
縮
景
園
に
避

難
し
て
き
た
被
爆
者
の
様
子
と
被
爆
樹
木
な
ど
の
お
話
を
波
多
野

さ
ん
に
続
け
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。
大
変
充
実
し
た
一
日
だ
っ

た
。軍

都
広
島
を
支
え
た
似
島

　
二
五
日
午
後
二
時
、
似
島
学
園
桟
橋
で
似
島
歴
史
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
会
の
会
長
宮
﨑
佳
都
夫
さ
ん
が
出
迎
え
て
く
だ
さ
っ

た
。
同
行
は
赤
田
さ
ん
と
大
阪
か
ら
の
二
人
の
合
計
三
名
だ
っ
た
。
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宮
崎
さ
ん
は
軍
都
広
島
を
支
え
た
似
島
の
戦
争
や
原
爆
に
つ
い
て

の
調
査
を
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
日
最
後
に
訪
れ
た
似
島
平
和
資
料

館
建
設
も
宮
崎
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
作
ら
れ
た
。
見
せ
て
い
た

だ
い
た
似
島
村
史
の
大
部
分
は
、
宮
崎
さ
ん
の
お
父
さ
ん
が
企
画

し
、
宮
崎
さ
ん
が
執
筆
さ
れ
た
も
の
だ
。
個
人
の
営
為
で
こ
れ
ほ

ど
ま
で
の
歴
史
書
を
作
ら
れ
た
こ
と
に
感
嘆
し
た
。
私
自
身
が
父

親
の
戦
死
の
意
味
を
問
い
、
戦
後
の
靖
国
神
社
遺
児
参
拝
の
歴
史

を
調
べ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
の
で
、
宮
崎
さ
ん
の
仕
事
に
強
い
関

心
を
持
っ
た
。
今
、
宮
崎
さ
ん
は
新
編
の
村
史
を
作
成
中
と
の
こ

と
な
の
で
、
完
成
し
た
ら
入
手
し
て
、
ぜ
ひ
読
み
た
い
と
思
っ
た
。

　
さ
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、
炎
天
下
に
徒
歩
で
の
大
変
さ

を
予
想
し
て
い
た
が
、
宮
崎
さ
ん
が
自
動
車
を
用
意
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
た
。
高
齢
の
私
は
足
腰
に
自
信
が
な
く
な
っ
て
い
る
の

で
、
大
変
　
有
難
か
っ
た
。
似
島
は
、
日
清
・
日
露
戦
争
か
ら
太

平
洋
戦
争
ま
で
検
疫
所
や
俘
虜
収
容
所
、
弾
薬
庫
な
ど
の
軍
用
施

設
が
た
く
さ
ん
作
ら
れ
た
所
で
あ
り
、
半
日
か
か
っ
て
宮
崎
さ
ん

に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
詳
し
い
説
明
を
受
け
た
。

　
日
清
戦
争
で
は
朝
鮮
や
台
湾
方
面
か
ら
、
ま
た
日
露
戦
争
で
は

満
州
や
朝
鮮
方
面
か
ら
帰
還
す
る
将
兵
の
検
疫
所
が
作
ら
れ
た
。

と
も
に
兵
隊
が
出
兵
す
る
桟
橋
、
帰
還
す
る
桟
橋
の
二
つ
が
作
ら

れ
、
上
陸
し
た
将
兵
の
検
疫
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
第
一
次
世
界
大

戦
時
に
は
、
日
本
は
山
東
半
島
・
チ
ン
タ
オ
で
ド
イ
ツ
軍
と
戦
い
、

一
九
一
八
年
に
は
似
島
に
五
〇
〇
人
以
上
の
捕
虜
を
収
容
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
一
九
一
九
年
に
広
島
県
物
産
陳
列
館（
現
原
爆
ド
ー

ム
）
で
捕
虜
た
ち
が
作
っ
た
工
芸
品
や
食
品
が
展
示
さ
れ
た
。
似

島
が
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
発
祥
の
地
と
さ
れ
る
の
は
、
収
容
所
の
中

で
ド
イ
ツ
人
捕
虜
の
カ
ー
ル
・
ユ
ー
ハ
イ
ム
が
日
本
で
初
め
て

作
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
後
藤
新
平
が
指
揮
し
て
完
成
し
た
検
疫
所

は
、
満
州
事
変
、
日
中
戦
争
、
太
平
洋
戦
争
と
大
陸
へ
侵
略
す
る

日
本
帝
国
主
義
の
ア
ジ
ア
へ
の
展
開
を
支
え
続
け
た
。

　
一
九
四
五
年
八
月
六
日
の
原
爆
投
下
後
、
似
島
に
は
市
中
で
被

爆
し
た
負
傷
者
が
続
々
と
運
ば
れ
、
救
護
所
に
指
定
さ
れ
た
検
疫

所
等
に
は
一
万
人
以
上
の
負
傷
者
が
収
容
さ
れ
た
。
米
軍
は
攻
撃

の
手
を
休
め
ず
、
八
月
一
五
日
に
至
る
ま
で
グ
ラ
マ
ン
機
に
よ
る

銃
撃
が
続
い
た
。

　
戦
後
の
似
島
の
歴
史
は
、
遺
骨
収
容
の
歴
史
だ
っ
た
。
一
九
四

七
年
に
一
五
〇
〇
体
の
遺
骨
を
発
掘
し
、
広
島
市
戦
災
死
没
者
似

島
供
養
塔
の
墓
碑
を
立
て
合
祀
し
た
。
一
九
五
五
年
、
二
〇
〇
〇

体
の
遺
骨
を
平
和
公
園
の
広
島
市
戦
災
死
没
者
供
養
塔
に
合
祀
し

た
。
一
九
七
一
年
に
は
似
島
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
（
元
馬
匹
検
疫
所
）

か
ら
五
一
七
体
（
推
定
）
の
遺
骨
を
発
掘
し
、
さ
ら
に
一
九
九
〇

年
に
は
、
馬
体
焼
却
所
か
ら
骨
片
四
〇
点
が
見
つ
か
っ
た
。（
一
〇

〇
〇
体
の
遺
体
を
火
葬
し
た
と
の
証
言
が
あ
る
が
、
遺
体
を
埋
め
た
と
さ

れ
る
地
下
壕
か
ら
は
い
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
）
二
〇
〇
四
年
に
は
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一
九
七
一
年
の
遺
骨
発
掘
場
所
付
近
か
ら
推
定
八
五
体
の
遺
骨
が

発
掘
さ
れ
た
。

　
そ
の
都
度
、
車
を
降
り
て
説
明
を
い
た
だ
き
、
休
憩
を
交
え
て

約
二
時
間
半
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
だ
っ
た
。
最
後
の
似
島
平
和

資
料
館
で
、
資
料
館
開
設
時
の
話
と
運
営
の
苦
労
話
な
ど
総
括
的

な
お
話
を
伺
っ
た
。
広
島
が
日
清
・
日
露
戦
争
、
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
戦
争
を
通
じ
て
軍
都
と
し
て
拡
大
し
て
き
た
歴
史
を
似
島
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
認
識
で
き
た
得
が
た
い
体
験
だ
っ
た
。

　
今
回
の
再
訪
で
、
広
島
が
よ
り
自
分
の
も
と
な
っ
て
蘇
っ
た
。

今
回
の
企
画
を
し
て
い
た
だ
い
た
赤
田
圭
亮
さ
ん
、
中
澤
晶
子
さ

ん
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
案
内
を
し
て
い
た
波
多
野
愛
子
さ
ん
、

宮
﨑
佳
都
夫
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
こ
の
文
章
を
書
く

に
際
し
て
、
赤
田
さ
ん
の
ブ
ロ
グ
「keisuke42001

            」
を
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
次
回
は
秋
頃
、
再
度
広
島
を
訪
れ
た
い
。
そ
の
際
は
是
非
と
も

保
存
が
決
定
し
た
被
服
支
敞
を
見
学
し
た
い
。
ま
た
私
の
テ
ー
マ

で
あ
る
靖
国
遺
児
参
拝
に
関
わ
っ
て
広
島
で
の
ケ
ー
ス
の
聞
き
取

り
調
査
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
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